
一没後30年－

芥川賞作家

巌
一町田の戦中・戦後を生きて－

⑳講演会

芥川賓作家にしてドイツ語教師、歴史家にして農民運動家－さま

ざまな顔をもつ桜田常久が亡くなって、2010年は30年の節目にあたり

ます。

桜田常久は1897年、裁判官だった父の赴任先大阪で生まれ、東京

帝国大学独逸文学科に在学中から同人誌に小説や戯曲を発表して

います。卒業後は日本大学予科などでドイツ語を教え、またドイツ戯曲

の翻訳も手がけています。1932年に当時の町田町本町田に転居、教

師のかたわら農耕を始めました。1941年には小説「平賀源内」で芥川

賞を受賞しますが、自信作だった前作「謹露の章」が落選だったため、

不本意な受賞となりました。

戦後は農民運動に身を投じ、農地解放に尽力します。また民衆運

動に深い関心を寄せる一方、『安藤昌益』『画狂人北斎』『山上憶良』

など、時代の転換期に生きた人物たちの伝記小説を発表しています。

これらの作品には、不合理な身分制の下で特権階級を支えた、働く民

衆への共感があふれています。

本展では、長らく町田に在住した反骨の作家桜田常久の生涯と作

品を紹介します。

◎講座「万葉の歌人たち一桜田常久展によせて」（2回連続）

①「北斎入門一桜田常久『画狂人北斎』にちなんで」①「額田王と柿本人麻呂一七世紀宮廷の歌人たち」

8雷冨
河野結美（町田市立国際版画美術館

時：2月6日（日）14：00～16：00

学芸員）　2雷

②「町田に生きた桜田常久をめぐる人々」

講　師：新井勝紘（専修大学教授）＆武藤評夫（桜田常久友人）

日　時：3月13日（日）14：00～16：00

＊（D②とも会　場：町田市民文学館大会議室

定　員：各100名（先着順）

申込み：1月11日（火）9：00より

町田市民文学館カウンターまたは

℡042イ39－3420で受付

⑳朗読会

①桜田常久の紹介と作品朗読

②作品朗読
朗　読：NPO法人まちだ語り手の会

日　時：①2月13日（日）14：00～15：30

①2月20日（日）14：00～15：00

会　場：町田市民文学舘大会議室
＊内容は各回異なります

いずれも申込み不要（直接会場へおいで下さい）

師：森朝男（フェリス女学院大学名誉教授）

時：2月9日（水）10：00～12：00

④「山上憶良一子どもの発見」
講　師：呉哲男（相模女子大学教授）
日　時：2月23日（水）10：00～12：00

＊会　場：町田市民文学館大会議室

定　員：30名（応募者多数の場合は抽選）

申込み：往復はがきで申込み（1月28日必着、1人1枚）

氏名・住所・電話番号を明記し、

町田市民文学館「万葉講座係」まで。

子とも（1歳～未就学児）の保育を希望される方は

その旨明記して下さい（定員6名）。
保育の説明会を2月2日（水）午前に行います。

●展示解説

…三三≡漂；：…雲去喜≡：吉；］いずれも14＝00～14＝40
＊申込み不要（直接展示室入口にお集まり下さい）

町田市民文学館ことばらんど
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